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新入会員と協会役員との懇談会
安全衛生推進委員会　安全衛生パトロールを実施しました
収集運搬委員会　施設見学会（㈱ 都市環境エンジニアリング）
中間処理委員会　廃プラリサイクルに関する意見交換会／施設見学会・勉強会

地区別懇談会（２３区内）を開催
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地区別懇談会（２３区内）を開催

東京都産業資源循環協会は、令和4年10月31日㈪と11月4日㈮の２回にわたり、エッ
サム神田ホール２号館（千代田区内神田）において、地区別懇談会を開催した。新型コ
ロナウイルス感染症蔓延防止のため、令和2年度より総会後の懇親会や賀詞交歓会の
開催を中止していたが、協会会員の声を協会事業に反映させるとともに、新たな会員獲
得への協力をお願いすることを目的に初めて開いたもの。なお、多摩地域については多
摩支部会を開催しているため、本会は本社が 23区内、島しょ地域、都外にある正会員
を対象とし、２回の累計で 67社に参加いただいた。懇談会終了後には、「楽農園（同ビ
ル内2階）」で懇親会を開催した。	 （取材　塩沢  美樹）

	■ 次第
1.	 開会	 15 時
2.	 議事	 15 時〜 16 時 45 分

(1) 賛助会員プレゼンタイム
賛助会員５社が１社５分間のプレゼ

ンテーションを行なった。
・10月31日
	 内藤環境管理㈱、㈱ドラEVER、㈱環
境管理センター、㈱タウ、㈱アスア

・11月4日
	 資源循環システムズ㈱、㈱プレックス、
㈱タイガー、日建リース工業㈱、行政
書士法人産廃コンサルティング総合
事務所

(2) 当協会の事業内容と財務状況等
木村専務理事が配布資料に基づいて

説明した。
(3) 協会事業への期待に関する意見交換
①広報活動の在り方、②委員会活動

や研修会の内容への希望、③国や都庁
への要望事項を中心に協会役員と参加
者が意見交換を行なった。

(4) 会長からのメッセージ
3.	 閉会	 16 時 45 分

	■ 意見交換（抜粋）
①	広報活動の在り方
【現状】
・	 機関誌を毎月発行し、正会員・賛助会
員、関係各所に約900部送付している。
協会ホームページにも掲載し、会員以
外の方も読めるようにしている。

・	 メールを一斉配信している。メールア
ドレス登録率は、正会員で52％にと
どまっている。

【参加者からの発言】
・	 メールが自分のアドレスに届かない。
配信登録されていないのだろうか？

・	 当社の場合、社長のみに送信されてい
て転送されることがない。社員個人が
受け取れるとよい。

意見交換の様子

地区別懇談会（23区内）

・	 機関誌は本社に送付されたものを、内
容に応じて関係部署にPDFで回覧し
ている。機関誌に同封されている各種
案内等についても、関係する部署に回
覧している。

・	 機関誌を情報共有デスクに置くことに
したが、読まれている形跡がない。今
の若い人たちに見てもらうために、ス
マホでも見られるようにするなど、考
えてほしい。

・	 機関誌の過去の記事は非常に勉強に
なっているが、探すのが大変なので、
検索機能があれば嬉しい。

（協会より）
・	 今一度自社のメールアドレス登録状況
をご確認いただき、１社２件まで登録
可能なので、１つは社内で共有できる
アドレスを登録いただきたい。配信の
内容と頻度は、機関誌に同封の「お知
らせ」一覧に掲載しているものを中心
に週１回程度です。協会HPにも掲載
しているので、そちらもご確認ください。

②	委員会活動や研修会の内容への希望
【現状】
・	 ８つの委員会（委員数は最大15名）
があり、正会員向けの研修会、排出事
業者対象の講習会等を開催している。

・	 各委員会は、排出事業者団体との勉強
会・意見交換会を開催するとともに、
排出事業者各位へ、適正処理に関する
周知をお願いしている。

【参加者からの発言】
・	 委員会活動でどんなことが行われて
いるかわからない。機関誌で報告す
るだけでなく、もう少し開かれた会に
ならないか。委員会の委員とそれ以
外の会員間のコミュニケーションや
フィードバックの方法を考えてほし

い。もっと直接的に関われる何かがあ
れば、より入会した意味があると思う。

（協会より）
・	 おっしゃる通りだと思う。年間行事計
画や日時の伝え方、また、オンライン
でお話できるような機会を検討し、善
処していきたい。

③	国や都庁への要望事項
【現状】
・	 東京都への予算要望活動、行政や関
係機関との意見交換、研修会への講師
派遣等を行っている。

・	 国への要望については、原則、全産連
を通じて要望している。

【参加者からの発言】
・	 産廃を収集する際に、可燃ゴミ、生ご
み等の一般廃棄物を一緒に頼みたい
という排出事業者が多いが、一般廃棄
物処理業の許可が取得できず困ってい
る。

・	 自然災害で輸送施設や処分先に被害
が出て、廃棄物を保管しなければな
らなくなった。自治体によって柔軟な
対応をしてくれるところと、杓子定規
な回答しか得られなかったところがあ
る。協会には、東京都とのコミュニケー
ションや仕組みづくりを期待している。

（協会より）
・	 一廃業許可の取得はハードルが高いの
が現実。同様の意見が多ければ、法制
度検討委員会で検討課題に取り上げる
ことは可能。

・	 都の産廃課とは週に何度も電話で色々
な意見や困っていることなど話をして
いる。今後もより一層、密なコミュニ
ケーションに努めていく。

・	 いつでも協会にご意見、ご提案をお寄
せください。
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新入会員と協会役員との懇談会

東京都産業資源循環協会は、令和4年11月9日㈬13時30分より協会会議室において、
新入会員と協会役員との懇談会を開催した。2022年4月から9月に入会した正会員3社、
賛助会員 2社を対象に開いたもので、全社が出席した。
	 （取材　塩沢  美樹）

後列左から  木村 専務理事、五十嵐 副会長、加藤 副会長、赤石 副会長、細沼 副会長、白井 常任理事	
	 二木 常任理事、鈴木 事務局長、森 常任理事
前列左から  植田 氏（西東京リサイクルセンター）、赤井 氏（市川燃料チップ）、番條 氏（ヤマゼン）
	 鈴木 会長、辻脇 氏（マイナビ）、瀧屋 氏（資源循環システムズ）
	 ※撮影時のみマスクをはずしました

	■ 次第
1.	 会長挨拶	 ［鈴木宏和 会長］
2.	 出席者自己紹介
3.	 協会事業の状況について
	 	 ［木村尊彦 専務理事］
4.	 新入会員との意見交換
5.	 記念撮影
6.	 閉会

	 	 ◉出席者一覧は7ページ

	■ 自己紹介・意見交換（抜粋）
植田氏：　西東京リサイクルセンターの

植田と申します。羽
村市で2020年8月に
産業廃棄物処分業の
許可をいただき、食
品廃棄物を活用した
バイオガス発電所を
開始しました。今年1

月に一般廃棄物処分業許可を、8月末

には再生利用事業登録もいただきまし
た。もともと静岡県牧之原市でバイオ
ガス発電所を産業廃棄物のみで稼働し
ており、縁があって羽村市にプラント
を建設しました。多摩地域は一般廃棄
物も困っていると聞いたので事業系を
中心にしようとスタートしました。

	 　いま焼却炉は建替えや延命という状
況の中で、食品廃棄物をなるべくリサ
イクルに回したいという要望を自治体
等から聞いています。そうした情報は
行政にいかないと、なかなか得られま
せんので、幅広いネットワークを持つ
業界団体に参加して情報交換させてい
ただき、産廃・一廃の区別なく廃棄物
全般の動向や各行政の意向を汲み取っ
ていきたいと思っています。

協会役員：　食品廃棄物をどのようにリ
サイクルしているのですか？

植田氏：　食品工場や飲料工場、食品関
連の物流会社などの食品廃棄物とスー
パー、コンビニ、飲食店の生ごみを受
け入れ、メタン発酵による発電を行っ
ています。

協会役員：　バイオガス発電は、これか
ら脚光を浴びると思います。

植田氏：　ありがとうございます。バイ
オガス発電所というのは、まだ知名度
が低く、まさに今から知っていただき
たいということもありますし、色々な
機会に発信できればと思っています。

協会役員：　固形物と液体の比率は？
植田氏：　全体としての比率は約50％ず
つです。処理能力は日量168トンで、
生ごみは約80％が水分でして、処理量
としては日量80トンです。残りの80
数トンが液状廃棄物となります。

協会役員：　発電量はどのくらいで、ど
のように利用なさっていますか？

植田氏：　発電出力は1,100kW、一般家
庭の約1,500世帯分ぐらいです。FIT制
度を活用し、99％売電しています。

協会役員：　残さ物の処理は？
植田氏：　メタン発酵の工程から出る消
化液から「はむらのちから」という有
機堆肥を製造しています。農家や農業
器具メーカーと性状について話し合い
ながら進めています。

協会役員：　搬入量に対してメタンはど
のくらい回収できていますか？

植田氏：　廃棄物の性状によりますが、
平均して固形物の85%、最大で97～
98%回収できることもあります。

協会役員：　続いて市川燃料チップさ
ん、お願いします。

赤井氏：　市川燃料チップの赤井と申し
ます。本日は代表の
彦坂の代理で参りま
した。
　弊社は千葉県市川
市で木くずを専門と
した処理業を行なっ
ています。最近の動

向としては、解体屋さんからの木くず
が集まりづらいという状況があるよう
です。業界の動向などについて勉強さ
せていただけないかと思っています。

協会役員：　解体工事自体は増加して
いると感じていますが、当協会の理事
からも解体工事からの木が集まりにく
いと聞いています。近年は鉄筋コンク
リート造の建物が増え、そもそも木造
建築物の解体が減っているのかもしれ
ません。これからは解体現場だけじゃ
なくて、混合廃棄物を取り扱っている
当協会会員とも情報交換されてはいか
がでしょうか。

赤井氏：　ありがとうございます。
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協会役員：　次にヤマゼンさん。
番條氏：　ヤマゼンの番條と申します。

三重県で固形廃棄物
を中心とした中間処
理業と最終処分業を
行なっています。
　協会の定款変更に
伴い、賛助会員から
正会員にかわりまし

た。ですから機関誌「とうきょうさん
ぱい」は、ずっと拝見しています。
「とうきょうさんぱい」の発信力はす
ごいと思いますし、同封されてくる配
布物についても実務に使いやすいもの
がたくさんあるので、大変役にたって
います。

	 　我々は、三重県にありますので地方
での営業戦略を中心に動いています
が、マーケットとしては都内での集荷
量が多いので、情報共有できたらと
思っております。

協会役員：　都内からの運搬方法は？
番條氏：　船舶もありますが、一番多い
のは大型車両です。アスベスト関係の
廃棄物や、汚染土壌も取り扱っており
ますので、情報交換させてください。

協会役員：　御社の最終処分場の残容量
はどのくらいですか？

番條氏：　平成24年に65万m3拡張し、
現在31万m3残っています。いま第４
期拡張に向けて準備中です。

協会役員：　この協会に期待しているこ
とがあればお聞かせください。

番條氏：　会社の代表は、マーケットの
共有を考えていると思います。私個人
としては、例えば、法律の解釈でも自
治体それぞれに違う場合がありますの
で、東京という先進的なところの考え
を取り入れていきたいです。

協会役員：　それでは、賛助会員のマイ
ナビさん、お願いします。

辻脇氏：　マイナビの辻脇と申します。
弊社は求人・採用を
中心とした事業を行
なっております。
　私は千代田エリア
のアルバイト・パー
トなど非正規雇用を
メインとした採用を

担当しています。このたび当協会の人
材確保プロジェクトの研修会で弊社の
転職事業部からお話しさせていただけ
るということで、ありがとうございま
す。いま求人市場はなかなか難しい状
況が続いていますので、情報共有・情
報交換をさせていただければと思って
おります。

協会役員：　最近、求人媒体の数がとて
も多いですよね。

辻脇氏：　いま有料媒体だけでは集客が
難しくなっています。我々は「マイナ
ビバイト」や「マイナビ転職」という
媒体をメインにしつつ、集客、定着、
研修なども手がけていますので、私を
介して当社の様々な事業におつなぎし
ながら、情報をご提供できるのではと
思っています。

協会役員：　今後、輸送コストはますま
す高騰すると予想されます。現状でも
ドライバーが不足していて、土日に休
むことができず、これでは働き方改革
に完全に逆行してしまいます。

辻脇氏：　ドライバーの求人には弊社も
苦戦しています。運転免許を取得する
若い人が減っていますし、免許を持っ
ている人は、なかなか転職市場に来て
くれません。

協会役員：　知人の会社の話では、求人

出席者一覧	 （順不同、敬称略）

会社名／役職・氏名 所在地・連絡先

正 会 員
㈱西東京リサイクルセンター
　代表取締役	 植 田 徹 也

東京都羽村市緑ヶ丘 3 － 3 － 3

　☎ 042-533-6640

正 会 員
市川燃料チップ㈱
　監査役	 赤 井 洋 一 郎

東京都江戸川区平井 3 － 23 －17

　☎ 03-3636-3280

正 会 員
㈱ヤマゼン
　執行役員  営業部長	 番 條 貢 太

三重県伊賀市治田字　ノ木 2441－1

　☎ 0595-20-9250

賛助会員
㈱マイナビ
　営業部長	 辻 脇 直 樹

東京都千代田区一ツ橋 1－1－1

　☎ 03-6267-4075

賛助会員
資源循環システムズ㈱
　取締役	 瀧 屋 直 樹

福岡県北九州市八幡東区平野 1－1－1

　☎ 093-616-8155

のために１ヶ月に数千万円かけたが集
まらないということです。

辻脇氏：　最近は人材紹介会社を中心
に、成功報酬型が増えてはいますが、
一人当たりの採用単価はどんどんあ
がっています。

協会役員：　各社が相談するだけでな
く、業界というくくりで何か企画でき
ませんか？

辻脇氏：　セミナー開催などの実績はあ
りますので、業界に特化した企画も今
後検討したいと思います。

協会役員：　それでは、資源循環システ
ムズさん、お願いします。

瀧屋氏：　資源循環システムズの瀧屋と
申します。先日の地
区別懇談会にも参加
させていただきまし
て、ありがとうござ
いました。弊社は静
脈産業全体のDXを進
めたいという思いか

ら設立された会社です。立ち上げから
間もないですが、現在は、業界の課題
感をつかみながらコンサルティングと

システム開発の両方を進めているとこ
ろです。

	 　現在の活動については大きく２つあ
りまして、一つは、DX化における業
界の底上げを目的に、関係者から成る
DX研究会※1を設置し、「DX推進ガイ
ドライン〜処理事業者編〜」※2を今年
3月に取りまとめました。内容は、DX
とは何か、どう始めたらいいかなど経
営者向けに説明するものですが、ペー
ジ数が多いのでパンフレットを作成し
て業界団体や各社への周知に力を入
れたいと思っています。もう一つは、
大手化学総合メーカ等と連携した実証
事業が東京都環境局のモデル事業に採
択されました。引き続き業界として共
通のDX化への課題など、情報を収集
しながら当協会での活動を探れたらと
思っております。

協会役員：　「DX推進ガイドライン」
を手に入れるには？

瀧屋氏：　弊社のホームページに掲載し
ています。

協会役員：　予定の時間になりました。皆
さまどうもありがとうございました。

（編者注）	 ※ 1	「廃棄物処理・リサイクルにおけるＤＸ推進のための研究会」 
※ 2	「廃棄物処理・リサイクルに係るＤＸ推進ガイドライン～処理事業者編～」
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当協会安全衛生推進委員会（細沼順人 委員長）は、令和 4年 10 月 19 日㈬に、協
会会員の産業廃棄物処理工場において、安全衛生パトロールを実施した。コロナ禍の
影響で３年ぶりの実施となった。今回は東京労働局の安全専門官にご同行いただく形
式とした。この合同パトロール先については４月に協会会員に募ったところ㈱利根川
産業様が名乗りを上げてくださった。そこで同日に行うもう一件のパトロール先とし
て、近隣の㈱首都圏環境美化センター様にお声掛けをし、承諾を得たので、合計２か
所で安全衛生パトロールを実施した。	 協会事務局

1	 安全衛生推進委員会委員長及び	
東京労働局安全専門官のあいさつ

細沼委員長：　本日は、安全衛生パトロー
ルを引き受けていただき感謝する。
　協会として安全衛生に力を入れている
が、労災事故件数の減少に成果が見られ
ない。合同パトロールという新たな取組で
成果を出していきたい。
東京労働局安全専門官：　貴協会は労働

災害の防止に熱心に
取り組んでいらっ
しゃる。パトロール
を引き受けるのは
ハードルが高かった
と思うが、有意義な
ものとしていただき
たい。

　この業界での東京における労働災害で
は、機械に巻き込まれる死亡事故が今年
も１件発生し、昨年も１件発生している。
コンベア、プレス機、粉砕機などに巻き込
まれ、重篤な災害に至っているものが多く
ある。	
　作業現場には、命が失われることがない
ように、ここは何とかしなければならない
ということと、ここは良いことだから自社

に持ち帰ろうというものがあるだろう。産
業廃棄物処理業界はインフラ産業である
ので、魅力ある仕事であるととらえられる
ようにしてほしい。
　安全健康な職場環境の実現を目指す
SAFEコンソーシアムが設立されたので、
協会会員の皆さんもぜひ参加していただ
きたい。

2	 ㈱利根川産業	
利根川 勧 氏のあいさつ	
（入谷工場足立区入谷8丁目）
社員が怪我なく健康でいられるため

の会社にしていきたい。安全はまだまだ
なので、このパトロールの機会をいただ
いて、改善していきたい。
わが社は従業員が 92名ほど。一般廃

棄物収集運搬業と産業廃棄物収集運搬業
と産業廃棄物処分業の許可を有してい
る。入谷工場では、缶の圧縮、RPF の製
造（製紙メーカーに出荷。その灰もセメ
ント原料になる）、瓶のカレット、発泡
スチロールの再生・原料化（破砕→溶融
→スパゲッティ状→細かくカット）を行
っている。1日の車両の搬入台数は 100
台。フォークリフトの所有台数は13台。

安全専門官

安全衛生推進委員会

安全衛生パトロールを実施しました

安全衛生推進委員会

本社工場では、ペットボトルの完全フレ
ーク化（繊維原料化）を行っている。
かつて、パッカー車に投入する際に

物を足で押し込んだので足が巻き込まれ
る事故を起こした。それを受け、事故防
止用動画を作成し、それを年 1回社員
に発信している。社内ネットを使って短
時間 5分以内の動画をまめに発信して
いる。ダンボールでも傷がつくこと、テ
ールゲートを上げるときは後ろに人がい
ないことを確認すること、パッカー車の
ホッパー内に入るときは安全棒をするこ
と、割れたものは体から離して運ぶこと
などを、動画を使って周知している。
工場内の危険マップを作成している。

危険マークを表示し安全の見える化をし
ている会社をまねさせてもらった。工場
危険マップは、ミーティングの際に使用
する。見えるように場内に貼っている。
ヒヤリハット動画を配給する会社と

契約して、見られるようにした。これは
週に一回社内に配信している。それを見
て社内の SNS で社員から必ずコメント
をもらうようにしている。私がそれに対
して返信のコメントを記入している。
今回のパトロールでは、特に 5S とフ

ォークリフトの安全について教えていた
だきたい。

3	 ㈱首都圏環境美化センター	
  斉京 由泰 氏ほかのあいさつ	
（2RC工場足立区入谷7丁目）
当社は、オフィスや飲食店などから

の、飲料用容器の回収に力を入れている。
最近は、ボトル to ボトルの依頼を飲料
メーカーから受けている。このような分
野への投資によって、社員の重労働を減
らしていきたい。また、その他の廃プラ
スチックの処理を進めていくこととして
いる。

ぜひパトロールをしていただいた後、
遠慮なく意見を言っていただきたい。
（事務局注 : このパトロールの翌日（10
月 20 日）の日経新聞で、循環経済に関
する講演・パネルディスカッションの記
事があり、そこに、パトロールの日にあ
いさつされた、首都圏環境美化センター 
取締役 斉京由泰氏の写真と発言骨子が
掲載されていた。）

4	 安全衛生パトロール後の講評を元に
した、安全チェック項目
それぞれの工場のパトロール後には、

安全衛生推進委員の全員からと東京労働
局安全専門官２名から講評をいただき、
それぞれの会社との意見交換を行った。
この誌面では、その講評・指摘事項

を分類分けし、チェック項目という形で、
パトロールの成果をまとめました。協会
会員の工場で行うパトロールのチェック
項目に追加するなどによりご活用くださ
い。

利根川産業にて

首都圏環境美化センターにて
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安全チェック項目
【経営者の心得】
	□ 	経営層が、動画コンテンツを作ってＳＮＳを使って従業員教育を行い、一人ひ
とりの意識を高めている。
	□ 	リスクを管理するのは会社の責任であるので、今の取組に留まるのではなく、
設備に金をかけて改善をしている。
	□ 	ISO 労働安全衛生マネジメントシステムを取得している。
	□ 	ヒヤリハット活動で事例がでてきたら、ありがとうと言って財産にしている。
	□ 	ヒヤリハットが出続けるように、ヒヤリハットをのぼり旗に表示して、社員に
水平展開している。ヒヤリハットの提出者を報奨して推奨している。
	□ 	毎日の終礼時に今日のヒヤリハットを小さいことでもよいから、班長が中心に
なって作業員にヒアリングを行っている。繰り返しヒアリングを重ねることで
安全に対しての意識が芽生え、個々の安全意識が高まっていき、発言が多くな
っている。

【５S（整理、整頓、清掃、清潔、しつけ）】
	□ 	包丁やカッターをむき出しで置いていない。
	□ 	パレットの置き場を固定している。
	□ 	作業場に置いている机や冷蔵庫などが汚れたままにならないように、常にきれ
いにしている。
	□ 	フォークリフトの動線を地図に落として、それに作業員の配置や移動経路を明
示して、それをもとにして５Sをしている。これを今の危険マップと対比して
いる。

【フォークリフト】
	□ 	運転手は、ヘルメットを常に着用している。
	□ 	定期的にフォークリフトの運転資格を確認している。
	□ 	運転席を離れるときは必ず鍵を抜いている。
	□ 	停止中は車止めを設置している。
	□ 	管理・点検者を決めていて、始業時・終了時に点検させている。
	□ 	フォークリフトのパトランプが、前進・後進時ともに点灯・回転するか点検し
ている。
	□ 	フォークリフトに貼ってあるシールは定期的にチェックしている。
	□ 	フォークリフトの後ろに、箱など危険になるものは備え付けていない。
	□ 	フォークリフトの稼働領域と歩行動線を区分けしている。
	□ 	フォークリフトがぶつかり建物を損傷しないよう、壁・天井・床に目印を付け
ている。
	□ 	移動時には、指差し確認をしている。
	□ 	移動時にブザーが鳴る装置を、オプションで付けている。

安全衛生推進委員会

	□ 	運転手の声かけではなく、音が出る装置を設置している。音がうるさければ、
パトランプにしている。
	□ 	フレコンバッグのつり上げ時は、特に注意をしている。

【出入り口】
	□ 		入り口から入ってくる車両を検知して点滅するパトライトを設置している。
	□ 		工場の出入り口には、運転者向けに歩行者注意の表示をしている。
	□ 		工場敷地と歩道との境が明確にわかるように、色分けして表示している。
	□ 		出入り口には、誘導員を配置している。

【パッカー車へ投入作業】
	□ 		プラットホームからパッカー車へのごみ投入という連続回転の現場でのワンマ
ン作業は、人が持っていかれないように、板をスロープ代わりにしてごみを落
としてパッカー車に吸い込まれるようにしている。

【コンベア、投入口、巻き込まれ防止対策】
	□ 		コンベアの必要な個所にカバーを設けている。
	□ 		コンベアの防護カバーは、柔らかいプラスチック板ではなく、安易にめくって
巻き込まれないものにしている。
	□ 		回転部分のカバーをしっかりしている。
	□ 		作業員が巻き込まれないように回転体部は養生をしている。
	□ 		立馬に乗っての不安定な作業を行わないように、常設の安全な作業場所を確保
している。
	□ 		コンベアの下は、通ると危険なので、通行禁止にしている。
	□ 		連続回転の現場でのワンマン作業では、人が巻き込まれないように、いったん
板を落としてから物が吸い込まれるようにしている。
	□ 		コンベアへの投入口では、一回ごとに投入するようにしている。
	□ 		コンベアに、非常停止装置を設置している。
	□ 		センサーで反応して止める装置を設置している。
	□ 		非常停止ボタンは、ロープ式スイッチでも止まるようにしている。

【床面、階段】
	□ 		床面の水はけのための溝につまずかないように、溝に網をかけている。黄色の
ラインを引いている。
	□ 		排水の溝に段差が生じないようにしている。
	□ 		溝にガラス片等が詰まらないように清掃している。
	□ 		通路で、隙間から墜落するような箇所はない。
	□ 		溝の蓋は、縞鋼板にズレ防止のフラットバーを溶接し下駄状のものを製作して、
取り外しがしやすいようにしている。
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	□ 		溝には、酸に強いものとして塩化ビニル製の網をしている。
	□ 		階段がぬれて滑りやすいため、滑り止めを貼っている。
	□ 		階段のところに、わかりやすいように明るいラインを引いている。
	□ 		2 段以上の段差があるところには、注意喚起の表示および手すりを設置してい
る。
	□ 		踊り場等ではチェーンではなくて、堅固な手すりにしている。

【動線】
	□ 	車両置き場と荷物置き場は、それぞれ置き場を決めて、白線を引くなどして、
区画している。
	□ 	ペットボトルの扱い場は、人が通ることもあるので、白線を引いて動線を分け
ている。時間差で分けるのではなく。
	□ 	人の通行帯の部分の区分を明確にしている。

【物の安全な積み方】
	□ 		圧縮プレスされた物を重ねるときには、下が大きな塊、上が小さな塊となるよ
うにして、倒れないようにしている。
	□ 		ＲＰＦを積み上げる際には、地震時に備えて高さ制限を設けている。

【その他の危険の回避措置】
	□ 		場内の照明が暗くないようにしている。
	□ 		作業エリアが分断されていて一人作業になっているところがあるので、非常ボ
タンを押したときに警報音が鳴るなりして、非常ボタンを押した場所がわかる
ようにしている。
	□ 		騒音の中で作業員どうしがどうコミュニケーションをとるかや、危険作業等が
あった時に即座に相手に伝える方法を決めている。
	□ 		制御盤や電動機などで点検が必要な部品等が高いところにある機器には、専用
のメンテナンス架台・点検歩廊等を設置している。
	□ 		脚立に乗っての堆積物の均し作業は、反動でバランスを崩す恐れがあり、高い
ところでの作業にふさわしくないので、行っていない。
	□ 		ビンを扱っているところでは、ビンが落ちてくるおそれがあるので、ボックス
を高くしている。
	□ 		つまずかないように、シャッターのゴムマットがめくりあがったままにならな
いようにしている。

【保護具】
	□ 		発泡スチロールの臭気対策として、防臭マスクをさせている。
	□ 		ヘルメットは常時着用させている。あご紐の確認も忘れずにしている。飛来落
下、墜落以外にも転倒時に頭を保護できるので。

	□ 	発泡スチロールの作業員の手袋は、カッターから防げる「テ・ガード」（耐切
創手袋）にしている。
	□ 	作業着の長袖の袖をまくらないようにしている。
	□ 		保護具の装着・服装は朝礼時にチェックしている。装着していなければ仕事に
つかせないようにしている。２名一組の対面チェックをしている。
	□ 		ビンを扱っているところでは、ビンが落ちてくるおそれがあるので、保護メガ
ネをさせている。
	□ 	選別ラインでは、めがねでなくても、シールド型もあるので、着用を徹底させ
ている。
	□ 	騒音対策として、イヤホンをちゃんとさせている。
	□ 	すべきことを緩めることがないように、何度でも繰り返して言っている。

【防火対策・消火設備】
	□ 		ＲＰＦは溶融熱が出るので、消火器を備え付けている。
	□ 		リチウムイオン電池の発火に注意している。
	□ 		モニターの裏の配線がたこ足配線とならないように結束し、配線火災を防いで
いる。
	□ 		火災が発生した場合に備え、消火器がどこにあり、どこから消火器を持ってく
ればよいかなど、毎年、消防訓練をしている。
	□ 		消火器のある場所がわかるようにしている。消火器を取り出せるように消火器
の前に物を置いていない。

【表示】
	□ 		階段では、上りは右、下りは左、などと表示している。
	□ 		階段を上がるときにも見やすい場所に掲示「頭上注意」をしている。
	□ 	掲示板は見やすいように工夫している。
	□ 	注意喚起の表示は、外国語表記もしている。
	□ 	注意喚起の表示は大きくしている。文字を大きくしている。
	□ 	掲示物が破れていないか見にくくないか、確認している。
	□ 	枚数を多くせず、月ごとに掲示物を変える方法も採用している。
	□ 		 毎朝礼時に安全関連の掲示物の確認をしている。

【安全パトロールの実施方法】
	□ パトロールの際に、マップを元に、各パトローラーに記入してもらって指摘箇
所を分かりやすくしている。
	□ ルートを回ってのパトロールだと、設備改善が中心になってしまう。定点パト
ロールの方が、作業の実情がわかる。よって、社内でパトロールする際は定点
パトロールの方法でも行っている。

安全衛生推進委員会
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集合写真

収集運搬委員会が㈱都市環境エンジニアリングの施設を見学

コロナ禍でリアルで会う事も制限されておりましたが、久しぶりに2022年 10月26日
に収集運搬委員会（加藤宣行 委員長）主催による株式会社都市環境エンジニアリング様　
江東センター施設見学会を開催することができました。私事ですが、2年前に収集運搬
委員会に参加することとなりましたので、施設見学会は初めての経験となりました。
今回訪れる都市環境エンジニアリング様の見学会の目的は2つ。
1.	江東センター :車両駐車場とBDFの製造・発泡スチロール溶融処理工場の見学
2.	本社へお邪魔し、新基幹システムのご紹介� 	

でした。

まずは委員会メンバー 12名が江東セ
ンターで集合。都市環境エンジニアリン
グの社員の皆様、車両誘導係の方までの
爽やかで温かい挨拶をご丁寧にいただけ
たことが弊社も見習うべきところだと強
く想い、施設への期待も高揚します。
まず初めに加藤委員長からは久しぶ

りの施設見学会と本社訪問の今日はとて
も楽しみでしたとのご挨拶を頂戴し、新
川社長のご挨拶とご説明を受けました。
江東センターは荒川沿いに幅 10m、

長さ 300m という非常に細長い敷地に
建つ施設となっており、車両47台（産廃・
一廃）が駐車されており、ドライバーは

収集運搬委員会

39 人が勤務されており、その施設内に
廃食用油→BDF（バイオディーゼル燃料）
工場があります。また、当施設で製造さ
れた BDF を専用車両 10 台に 100% 使
用し、CO2 排出の抑制、環境問題への取
り組みをされております。
また、親会社である鹿島建設㈱様よ

り鹿島環境ビジョントリプル Zero2050
を提唱されており、脱炭素・資源循環・
自然共生という環境と経済が両立する持
続可能な社会の実現を都市環境エンジニ
アリング様はその一端を担われておりま
す。江東センターでは BDF 製造を行っ
ておりますが、都市環境エンジニアリン
グ様はそれだけではなく、関連会社（出
資先）であるバイオエナジー㈱様でバイ
オマス発電（生ごみリサイクル）をされ
ており、再生可能エネルギー全般に実践
をしておられます。まずバイオ燃料にも
たくさんの種類（主分類はバイオエタノ
ールとバイオディーゼル）があり、BDF
は第一世代バイオディーゼル燃料にカテ
ゴライズされます。江東センターでは
14 年前からこのプロジェクトに着手さ
れており都内では唯一の製造工場となっ
ております。

80㎡程の工場には原料となる廃食用
油をドラム缶や一斗缶、ポリタンクで
収集し、1週間程静置分離させその上澄
みのみ使用します。そして仮タンクから
200L ずつ戻し、加温後メタノール（触
媒：KOH）を化学反応させて燃料と副
産物（グリセリン）を分離します。その
後お湯と希塩酸・硫酸マグネシウムで洗
浄を 2回します。それが終わったらお
湯ですすぎの作業をし、脱水→蒸留の作
業を終えると無色透明な BDF が出来上
がります。この工程を 1 日 2 回、週 3
日ほど行われております。
製造工程はなんとワンオペ体制とい

うことには驚きました。出来上がった
BDF を専用車両に給油し稼働されます
が、車両への負担はガソリン車とほぼ変

収集運搬委員会

BDF 専用車両

BDF 施設
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わらないようですが、BDF の主成分で
ある脂肪酸メチルエステルはゴムへの浸
透性が高く、車両のフィルター詰まりや
ゴム類の劣化があり、こまめに点検を要
するということです。
今後活躍するであろう BDF を導入の

際は導入開始時の車両への負担や日常点
検、税金関係をチェックする必要があ
るという事です。また BDF だけではな
く航空業界も注目の SAF（Sustainable 
Aviation Fuel）も国内大手企業が着目し
ており、我々の業界でも気になるところ
でありますので、要注目の存在といえそ
うです。
そして BDF 工場から少し歩くとそこ

には発泡スチロール溶融施設がありま
す。そこにもワンオペで発泡スチロール
をインゴットの機械にいれる作業をされ
ている方がいました。10㎏のインゴッ
トを 10 〜 15 本 / 日生産されているよ
うです。

その後は本社へ移動し、新基幹シス
テムの説明を受けました。
実績管理システムを完璧に構築され

170 人のビル常駐・工場現場作業員や

60人のドライバーが日々の収集量（袋・
㎏）を集計することができるようです。
また、クライアントの排出量の通常

平均値をマスターに覚えさせているので
10㎏を 100㎏と誤入力してもアラート
がでる仕組みになっているとは、とても
現場目線で素晴らしいと思いました。し
かし、新基幹システムは現状契約書には
対応していないので配車とのタグ付けを
することが今後の課題ということです。
また、クライアントの電子マニフェスト
の加入も 50%ということでこの%が上
がっていけば新基幹システムも効果を抜
群に発揮していけるということで、こち
らも今後の課題ということでした。
日本を代表するゼネコンの元でかな

り厳しいガバナンスやマネジメントは容
易に想像できますが、新基幹システムを
構築することによってお客様をはじめ現
場もバックヤードも経営幹部もスムーズ
で透明性のある仕事が今後もできると新
川社長は最後に仰っていたのがとても印
象的でした。コロナ禍で想像以上に時代
の変化は訪れており、DX化に向け迅速
に対応をされていて委員会メンバー一同
大変興味深く聞き入っており、質問もた
くさん飛び交っておりました。
今回ご協力賜りました、新川社長は

じめ小林参与、都市環境エンジニアリン
グの皆様には改めまして心より御礼申し
上げます。
　　　　（日本サニテイション㈱� 	

	 　植田 健　記）

発泡スチロール溶融施設
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令和 4年 11 月 7 日㈪午後 2時から 4時まで、中間処理委員会（福田 隆 委員長）
はプラスチックのケミカルリサイクル（以下、CR）に関して、一般社団法人 日本化
学工業協会（以下、日化協）及び一般社団法人 プラスチック循環利用協会との意見
交換会をエッサム神田ホール 2号館会議室（千代田区内神田）にて開催した。

1.	 開会挨拶
福田委員長から「中間処理業界とし

て、CR 業界からの取組に大きな興味を
もっている。方向性を確認し、密に意見
交換をお願いしたい」と挨拶があった。
日化協 専務理事 進藤様から「昨年 6

月の意見交換会にて、CR について循環
経済、カーボンニュートラルの推進のた
め、廃棄物処理業者とパートナーシップ
を組んでいきたいとイメージの紹介をし
たが、その後、課題が大きいとのことで
進められず白紙になってしまった。今後
はできるところから取り組んでいくこと
になった。CR の国際標準化の策定に向
けた活動や、認証制度の検討を進めてい
くことになったので、現状の報告をする」
との挨拶があった。

2.	 議題
⑴	 日化協におけるCRの取組状況の説明
廃プラスチックの CRに対する化学産

業のあるべき姿として、あらゆる資源の
循環利用が求められる中で、廃プラス
チックは貴重な国産資源であり、化学産
業は「化学」の潜在力で地球規模の課題
解決に必要なイノベーションの中核を担
うと述べ、真の循環型社会に向け CRの

バリューチェーン全体のコーディネー
ターになると語った。
実現に向けて①事業規模の確立② CR

技術の確立③経済性・市場の確立に取り
組み、バリューチェーン全体の社会的イ
ノベーションを起こす協働体制・社会シ
ステム構築、経済合理性を持ち国際展開
するために国際的に通用する認証制度等
の提案をする。目標として 2018 年循環
型 CR23 万ｔ / 年→ 2050 年循環型ＣＲ
250 万ｔ /年を目指すと話があった。
1.1	 国内認証制度の在り方の検討事項として
①	 現状
ＣＲに関する認証制度は、国際的な制

度（ＩＳＣＣ＋、ＲＥＤcert、ＲＥＢ）が
先行している。
日化協としては国際標準化提案の承認

を優先し、国内認証制度の構築検討は未
着手。
②	 	エコマーク動向
エコマーク主導の廃プラなどのCR製

品認証、及びプロセス認証への取組が今
後スタートする。エコマーク事務局の主
催で、今年度は勉強会から開始し、来年
度にエコマークの基準を策定する委員会
を開催予定。

プラスチックのケミカルリサイクルに関する意見交換会を開催

中間処理委員会
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③	 	今後の進め方
エコマークの勉強会、委員会へ日化協

からの参画予定。
エコマークのＣＲ認証制度へ日化協と

して参画する。
以上、現状の取組について説明があっ

た。
1.2	ＣＲ国際標準化への取り組み
廃プラスチック等を資源として有効

利用して、循環型社会に貢献する有用な
技術を普及させ、サプライチェーン全体
でグローバルに認められるようにする必
要がある。
経産省のプラスチック資源循環戦略

でも求められているように、国内でのＣ
Ｒによる循環利用を社会に根付かせる必
要がある。このため、ＣＲに関して国際
標準化への取組を開始した。これまでの
国際標準では、ＣＲについては廃プラの
ＣＲ概要のみ規格化されている。一方、
昨今のＣＲ技術の進化、事業拡大に伴
い、さらなる規格化の必要性が出てきた。
そこで、日化協ＣＲ国際標準化タスク
フォースを設置して、幅広い使用済み炭
素を含む有機品から幅広い化学製品の原
料に循環する規格開発を目指している。
との説明があった。
⑵	 ケミカルリサイクルの最新の動向説明
・	 全体的にＣＲ関連の取り組みが、より
具体化＆活性化してきている。

・	 プラスチックの生産者、販売者、使用
品収集会社、処理技術保有者等、複数
のプレイヤーの連携が顕著になってき
ている。

・	 外資系（Ｄｏｗ、ＢＡＳＦ）は複数の
処理技術保有者と戦略的に連携し、Ｃ
Ｒの実用化に向けて着々と取り組んで
おり、姿勢をアピールしている。

・	 アメリカ環境保護庁の熱分解とガス化
に対する規制強化の動きについて、各
種ロビー活動も含めて引き続き注視し
ていく必要がある。
以上の最新動向の説明があり、各企

業の実績を数社、紹介された。
・	 三井化学、マイクロ波化学
	 マイクロ波を用いた軟質ポリウレタン
フォームのＣＲ

・	 昭和電工、マイクロ波化学
	 使用済みプラから基礎化学原料を直接
製造するマイクロ波によるＣＲ

・	 花王
	 ファンデーションの中皿にＣＲＰＥＴ
素材を採用

・	 ブリジストンとＥＮＥＯＳ
	 使用済みタイヤからタイヤ素原料を製
造するＣＲプロジェクトを開始
その他、数社の実例紹介があった。

⑶	 質疑応答
Ｑ．中間処理業者からの受入は興味がある
のか？

Ａ．大がかりなスキームになってしまうこと
やニーズが読めないことが課題である。
公平性を保てるようなスキームの検討が
必要と考える。

Ｑ．プラ循環法を活用しプロセスにもって
いけるか？

Ａ．現状プラント規模が小さく自社ロス品
やミス品のみ少量をやっている状況。各
社ごとにやっていて、まとまりがない。
プロセス化は検討中。

Ｑ．ＣＲの実証が色々とあるが、今後色々
な基準になりＬＣＡが悪くならないか？

Ａ．小規模で実証しているのが現状。ＬＣ
Ａは悪くなるがやっていかないと進まな
い。業界でまとまることが課題。

Ｑ．ＣＲのための分別基準はどうなってい

中間処理委員会 中間処理委員会

くのか？
Ａ．廃プラの範囲が大きいが、ＭＲより幅
広く、汚れプラやプラ混合等もＣＲは受
入可能。ペットはペット100％で循環可
能だが、その他プラは現状、循環が難
しいがＣＲなら原料に戻して可能となる。

Ｑ．ＣＲの分解方法はマイクロ波、触媒、
酵素があるようだが、その他はあるか？

Ａ．分解方法は特に定めていない。次の
工程を考えて開発している。ＬＣＡで
有能な方法を優先している。ＣＲでど
れくらいの受入が可能になるか技術開
発を進めていくことが重要。

Ｑ．リサイクルしやすいように、各メーカー
統一品にすることはないのか？

Ａ．化学企業では、単一素材で作りリサイ

クルし易くしている物もある。消費者も
利便性のみならずコストアップのリスク
を負うことが必要になる。消費者へ教育
及び宣伝しプラリサイクルを啓発するこ
とが必要。

3.	 閉会
井上副委員長から「今後どうやって

いくか、まだ手探り状態。新しいことを
築き、次世代のために引き続きやってい
き、歩み寄れるところで手を結び構築し
ていきたいので、宜しくお願い致しま
す。」とあいさつし、意見交換会が終了
した。

	 （㈱ リスト　三田 和広  記）

施設見学会・勉強会を実施

中間処理委員会（福田 隆 委員長）は、令和 4年 11 月 11 日㈮、勉強会（オンライ
ン併用）と社内見学会を実施した。視察先は、目黒駅前の目黒セントラルスクエア内
のアマゾンウェブサービスジャパン合同会社（AWS）で、現地での見学会参加者は、
中間処理委員会委員と事務局の計 12 名。勉強会はオンライン参加者 14 名も含め計
26 名であった。午前 9時 30 分より AWS社内のデジタルイノベーションラボ（先端
技術に触れることのできるラボ）にて勉強会を開催した。以下、当日の概要と勉強会
の講演・見学会での感想を述べる。

1.	 オンライン併用の勉強会
【第1部】
「Amazon & AWS Session-Innovation & 
Culture-Amazon Web Services 紹介」
広域事業統括本部 ダイレクト営業本

部 本部長　渡邊 義成氏から、「アマゾン
のイノベーションを支えるカルチャーと

テクノロジー」についてのお話では、ク
ラウドコンピューティングシステムで、
プラットフォームを開設し、お客様同士
を繋ぎ、初期投資のかからない仕組み創
りをしています。AWSは、お客様に最も
尽くす企業を目指している事を知りまし
た。その仕組みとして、お客様を起点と
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した5つの質問を皆で考え、その後プレ
スリリースを書き、FAQを練り、ビジュ
アルでお客様体験をつめて判断していた
だく。お客様の立場から物事を進めてい
く事を感じました。
Day One「毎日が常にスタートした日

にする（初日の気持ちを忘れない）」、
Day Two「立ち止まり進まず考える」、
スピード重視の意思決定を行っていく、
Two Pizza チームで自律的に動き、そし
てOne Way ではない仕組みを提供して
いる事を知りました。とにかく、我々業
界にも、この様なサービスをどんどん取
り入れていく必要性と、取り入れていか
なければ、この IoT、AI の利便性の享受
を共有出来ないと、どんどん時代に遅れ
ていく事を知りました。しかしながら、
我々業界にとってどの様な形で、どの様
な事がAWSの仕組みを利用できるのか、
イメージが難しかったように個人的には
思えました。また、初期投資は殆どかか
らず、クラウド上のサービスをどれくら
い享受するかに因っての課金システムと
いった、最先端のサービスであると感じ
ました。

【第2部】
「製造業DXに対するAWSの取組とお客
様事例の紹介」
Industrial & Manufacturing 事業本部 

事業開発部長　川又 俊一氏から、製造業
でのクラウド活用についてご説明いただ
きました。“クラウドジャーニーにおける
6つの視点 ” “ 企業におけるクラウドの
価値 ”についてのお話や、製造業におい
てのクラウド活用例については、具体的

な業務での活用例をご説明いただきまし
た。また、お客様事例を数社勉強させて
いただきましたが、他の業界ではスタン
ダードでも自分の業界ではイノベーショ
ンになり、デジタルを使って人手不足を
解消する事例などをご紹介いただきまし
た。例えば、日本酒瓶（一升瓶）の外観
検査を自動化する仕組みで、AWSの画像
認識＋カメラのトライアルが数万円から
スタートすることができたというものが
ありました。一般的には、トライアルを
行い、そこからのプロジェクト成功率は
10%だそうですが、トライアルのコスト
を下げることがイノベーションに重要で
あるということで興味深かったです。
また、活用例として、アルコールチェッ

クシステム、機械の異常音の感知による
メンテナンスのアラート、画像認識を利
用した生産工程における部品欠陥と異常
の検知等、AWSの仕組みを導入する事
による、効率化と経費削減、正に理想で
すが、具体的な提案は個別となっていく
でしょう。

2.	 AWS社内の見学会
勉強会を終えた現地参加者は、AWS

オフィスを2班に分かれスタッフの案内

川又 俊一 氏渡邊 義成 氏 
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で見学させていただきました。エレベー
ターの扉が Amazon のダンボール箱に
見立ててあり非常にユニークです。エレ
ベーターを降りると、フロアには緑が溢
れ、ゆったりした空間で、豊かな発想が
湧いてきそうで快適でした。IoT 製品の
展示スペースでは IoT 製品をご紹介いた
だき、Amazonの食堂に案内されました。
あいにくコロナ禍で閉鎖中でしたが、バ
イキング形式でサラダバーなどもあるそ
うです。囲碁のテーブルがあったり、障
子紙にさりげなくAmazon ロゴマークの
矢印があったり、窓際には白いピアノと

自由な雰囲気作りが印象的でした。靴を
脱いでくつろげるスペースでは様々な形
状の椅子があり、コーヒーを頂き小休止
したあと、ウッドパネルの壁を背景に参
加者の記念撮影を行い見学会を終えまし
た。

我々中間処理委員会では、更に勉強を
行っていくと共に、IoT、AI の導入を検
討できた暁には、情報の共有を図りなが
ら、業界全体で共に良くなっていく、そ
んなことを期待したいと思います。
	 （比留間運送㈱　比留間 宏明  記）

（上）	Amazonロゴの前で参加者一同
（左）	Amazonのダンボール箱に見立てられたユニークなエレベーター
（右）	IoT 製品展示スペース
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（公社）全国産業資源循環連合会（全産連）は、低炭素社会実行計画を策定してい
る（2015 年 5 月策定、2017 年 3 月改訂）。この計画では、都道府県協会に所属す
る産業廃棄物処理業者（会員企業）における地球温暖化防止対策の取組状況に応じた
カテゴリー分けを全産連が行うこととしている。
全産連では、2022 年度の調査の結果、全国で 107 社（2021 年度より 37 社減）

を第 1カテゴリ―と確認したので、その企業名を 2022 年 10 月 7日に公表した。
第 1カテゴリ―企業とは、温室効果ガス削減目標等を定め、CSR 報告書等により

公表し、全産連が行う実態調査に協力する企業をいう。
下記の表では、（一社）東京都産業資源循環協会の会員になっている企業の中で、

第 1カテゴリー企業として公表された企業名を掲げる。
2021 年度の 22 社に比べ、11社減少、２社増だが、会員企業の皆様にあっては、

ぜひ毎年第 1カテゴリ―を目指して地球温暖化防止対策に取り組んでいただきたい。

全産連　低炭素社会実行計画　第１カテゴリー会員企業　を公表
専務理事　木村 尊彦

東京都協会会員分
「全国産業資源循環連合会 低炭素社会実行計画」に基づく 

第 1 カテゴリー会員企業一覧
2022.10.07 公表

会 社 名

㈱ クレハ環境 ㈱ 増渕商店

日曹金属化学 ㈱ ㈱ アール・イー・ハヤシ

㈲ 太盛 アサヒプリテック ㈱

㈱ タケエイ 青木環境事業 ㈱

㈲ 丸保商店 三光 ㈱ 

㈱ 利根川産業 ㈱ リライフ

高俊興業 ㈱

◆	 低炭素から脱炭素に移行する時代です。

◆	 Scope3 の該当者として、排出事業者から選ばれる処理業者になりましょう。

◆	 脱炭素の取組は、社内の活性化につながります。

SDGsと言われても一体なにをしたらいいのだという声を聞く。そこで、広報委員会では、毎月、
SDGsの目標を一つずつ取り上げ意見交換することとした。17回連載の今回は2回目である。

目標 2	 飢餓

•	 こども食堂、フードバンク、フードドライブを支援しよう(目標1:貧困の再掲 )。これ
らに災害備蓄品の交換品を提供しよう。

•	 食品ロスをなくそう。消費期限と賞味期限の違いを知り、売れ残りのない買い方をし
よう。

•	 排出事業者は、販売商品の変更で生じる食品工場からのまだ食べられる原材料の廃
棄や、海外から輸入し倉庫に滞留したのち捨てられる食品などをなくす仕入れをして
ほしい。廃棄するなら肥料の原料や発電用メタンガス製造の原料にしてほしい。

•	 肥料の三要素の一つ、リンの回収のため、下水汚泥を有効活用しよう。
•	 フェアトレード商品を購入し、開発途上国の貧困とそれに伴う飢餓をなくそう。   
•	 飢餓そのものへの対応だけでなく、飢餓を引き起こしている原因への対応が考えられ
る。 

•	 植物由来のバイオプラスチックについて、その生産元が食料耕作地を侵略していな
いか監視しよう。バイオ燃料の生産物が、非可食物でできているかチェックしよう。

•	 急激な気候変動による食料耕作地の水没や干ばつをなくすため、2050年までに温室
効果ガス排出の実質ゼロを達成するための行動を続けよう。

SDGs への取組

【	飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、	
持続可能な農業を推進する】
□ 2.1 2030 年までに、飢餓を撲滅し、すべての人々、特に貧困層及び幼児を含む脆弱な立場

にある人々が一年中安全かつ栄養のある食料を十分得られるようにする。
□ 2.2 5 歳未満の子どもの発育阻害や消耗性疾患について国際的に合意されたターゲットを

2025 年までに達成するなど、2030 年までにあらゆる形態の栄養不良を解消し、若年女子、
妊婦・授乳婦及び高齢者の栄養ニーズへの対処を行う。

□ 2.3 2030 年までに、土地、その他の生産資源や、投入財、知識、金融サービス、市場及び
高付加価値化や非農業雇用の機会への確実かつ平等なアクセスの確保などを通じて、女
性、先住民、家族農家、牧畜民及び漁業者をはじめとする小規模食料生産者の農業生産
性及び所得を倍増させる。

□ 2.4 2030 年までに、生産性を向上させ、生産量を増やし、生態系を維持し、気候変動や極
端な気象現象、干ばつ、洪水及びその他の災害に対する適応能力を向上させ、漸進的に
土地と土壌の質を改善させるような、持続可能な食料生産システムを確保し、強靭（レ
ジリエント）な農業を実践する。

□ 2.5 2020 年までに、国、地域及び国際レベルで適正に管理及び多様化された種子・植物バ
ンクなども通じて、種子、栽培植物、飼育・家畜化された動物及びこれらの近縁野生種
の遺伝的多様性を維持し、国際的合意に基づき、遺伝資源及びこれに関連する伝統的な
知識へのアクセス及びその利用から生じる利益の公正かつ衡平な配分を促進する。

□ 2.a 開発途上国、特に後発開発途上国における農業生産能力向上のために、国際協力の強化
などを通じて、農村インフラ、農業研究・普及サービス、技術開発及び植物・家畜のジー
ン・バンクへの投資の拡大を図る。

□ 2.b ドーハ開発ラウンドの決議に従い、すべての形態の農産物輸出補助金及び同等の効果を
持つすべての輸出措置の並行的撤廃などを通じて、世界の農産物市場における貿易制限
や歪みを是正及び防止する。

□ 2.c 食料価格の極端な変動に歯止めをかけるため、食料市場及びデリバティブ市場の適正な
機能を確保するための措置を講じ、食料備蓄などの市場情報への適時のアクセスを容易
にする。
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人材確保プロジェクト（二木 玲子 リーダー）では、2022年 11月16日㈬14時よりオ
ンラインセミナーを開催しました。
賛助会員である株式会社マイナビ様より、コロナ禍を経て再び売り手市場に回復しつ

つある中途採用市場の動向や当業界に関わる業種の傾向分析、実際の業界企業が行った
採用手法の成功事例を紹介いただきました。

人材確保プロジェクト
『採用市場動向・業種別分析・採用手法事例紹介	

  オンラインセミナー』実施報告

1.	 中途採用市場の動向
①	 	求人倍率の推移
新型コロナウイルスの影響により2020

年以降は減少していたが、現在は緩やか
に回復傾向。
②	 	各企業の中途採用実施理由
「組織の活性化のため」「年齢など人
員構成の適正化」が上位となり、ポジティ
ブな理由で企業側の採用意欲は旺盛。
③	 	求職者が利用している採用サービス
上位「転職サイト」「人材紹介」「ハ

ローワーク」の順。依然として転職サイト
が主流。
④	 	応募～採用に繋がったサービス
「人材紹介」「転職サイト」が横並びで
多い。また運輸・交通・物流・倉庫系業種
に限っては「有料求人情報誌（紙媒体）」
を活用する企業も目立った。
⑤	 	応募者が入社を決定した理由
上位「希望の勤務地であること」「給

与が良い」「休日や残業が適正で生活に
ゆとりができる」の順となった。運輸・交
通・物流・倉庫系業種に限ると「生活にゆ

とり」が第一位。
給与よりも勤務地・ゆとりを重視する

傾向がある。
2.	  当業界に関わる業種の傾向分析（運輸・
交通・物流・倉庫系業種）

①	 	業種全体の平均年収
448.9万円。中央値は400～449万円。

②	 	仕事のやりがい
「昇給・昇進する」「自分の裁量で仕事
ができる」「興味のある分野の仕事をす
る」の順。
③	 	転職活動を始めた理由
・「給料が低い」「仕事内容に不満」「会
社の将来性、安定性が不安」の順。

・人間関係よりも給与がポイント。
④	 	転職応募の際にプラス要素となる企業

の施策・制度
「有給取得向上施策」「企業独自の休
暇制度」「男性育休の実績」が高い。
⑤	 	転職応募者が自分をアピールしやすい

選考方法
・「対面面接」「履歴書」「職務経歴書」
の順。

「採用市場速報～売り手市場でも採用成功している	
企業の取り組みとは？」

講師：   株式会社 マイナビ　鈴木 佑宜 氏

人材確保プロジェクト

・「ＷＥＢ面接」は他業界に比べかなり
低かった。

⑥	 	入社決定に強く影響したこと
・「応募・面接後の返信・対応が早い」
「会社・業務についての説明がある」
「面接の内容」� 	
が影響している。

・特にレスポンスの早さを求めている応
募者は他業界に比べかなり多い。

3.	 実際の業界企業が行った採用手法の成
功事例
従業員数27～92名の6社における事例

と、その成功に導いた各種マイナビサー
ビスの紹介があった。
①	 	課題：　採用者の質が悪く定着率に難
あり。
施策：　「転職フェア出展」多くの求
職者に企業説明ができ、直接話せるこ
とで見極めができる。（見極めた上で
の採用獲得ができた。）

②	 	課題：　3K的なイメージを持たれ、
応募数が少ない。
施策：　「動画コンテンツ」求人広告
連動の3分動画を作り、リアルな雰囲
気を伝える。
　（応募が2倍増。内定後の辞退も低
下した。）

③	 	課題：　応募があっても他社に流れる。
施策：　「初期費用0円の人材紹介
サービス」マイナビ担当より第三者目
線での企業ＰＲ実施や応募者の悩みを
引き出すことができる。（採用数が2倍
超増加した。）

④	 	課題：　サイトからの応募が少ない
施策：　「スカウトメール」開封率が
高い曜日・時間帯を見極め配信する。
（スカウトからの採用に至った。）

⑤	 	課題：　サイトの閲覧はあるが応募ま
でいかない。面接ドタキャンが多い。

施策：　「ブログで情報発信」マイナ
ビ転職のブログ機能「＋Stories」で在
職中の企業側若手社員が情報発信を
する。（閲覧から応募の流れができ始
めた。面接ドタキャンも改善。）

⑥	 	課題：　既存社員の離職に加え、新人
の早期離職も多い。
施策：　「研修サービス」若手を指導
する側の先輩社員向けに社員教育を
実施。新人受入れ時の心構えや必要な
振る舞いを習得。（離職率低下につな
がった。）

まとめ／アンケート結果
今回は人材・広告企業の最大手である

マイナビより、豊富なデータを用いての傾
向分析によるリアルなヒントをいただい
た。
本セミナーでは、計15社の参加があ

り、開催後のアンケートでは、「転職の
きっかけや決め手を知ることができた。」
「担当者に任せきりになっていたが、仕組
みを変えることで応募が今より多くなると
感じた。」「マイナビさんが、ダイレクトリ
クルーティングや成果報酬型の人材紹介
サービスなどのメニューをお持ちのこと
を初めて知った。」などの意見が寄せられ
た。
	 （㈱ リーテム　森田 建治　記）

（左から）マイナビの鈴木氏、辻脇 直樹 氏、水口 斉平 氏
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女性部（野村幸江 部長）は、令和 4年 10 月 21 日㈬、参加者 11名で、サイクラー
ズ株式会社（本社：東京都大田区）グループの施設見学を行いました。美味しいラン
チをいただき、同社グループである東港金属株式会社千葉工場・トライシクル株式会
社 ReSACOリサイクルセンター（両施設：千葉県富津市）の順で見学いたしました。

女性部 施設見学 報告

まず始めに会社のご紹介と福田隆社長からお話をいただきました。サイクラーズ
グループのビジネスは循環型社会、サーキュラーエコノミーに貢献することを目指し
ており、廃棄物を無駄なく循環させるためのあらゆるループを実現されています。
東港金属㈱千葉工場では金属回収をどのように行っていくかを追及した結果、現

在の形になってきているとのことです。

■東港金属㈱ 千葉工場
千葉工場は、敷地面積 12,600 坪で保管能力が高い上に、港湾部に近く、船積み出

荷ができます。最新鋭の設備による複数回の選別で金属原料の徹底回収が可能です。
シュレッダーライン：	1000 馬力の最新鋭ドイツ製シュレッダーの導入で、
	 30 ｔ / 時間の処理が可能
ＵＳＳＰライン：	低品位ミックスメタルを微粉砕して金属分を回収
	 粉級機でサイズ分けして出荷
ＳＳライン：  アルミ・銅・ステンレスなどの金属のより細かい選別

■トライシクル㈱ ReSACO リサイクルセンター
10 ｔトラックを 5台分入れても物が入る広さでリユース品の管理がされていまし

た。出品用の写真撮影等も行なわれています。リユース品は BtoB だけでなく一般向
けにも販売会が開催されています。フリーペーパーの配布やイオンで出張販売なども
行なっており、知名度の向上に力を入れておられます。

千葉工場SSライン見学の様子福田社長からの説明

ReSACOリサイクルセンター倉庫内 ReSACOリサイクルセンターにて

女性部だより／新入会員紹介

令和 4年 8月に㈱リ・セゾンが設立され、ＯＡリース機器のリユースも行なわれ
ています。現在スキーム構築中とのことです。口コミで問合せも増えているようです。

施設を見学して、金属選別のテクノロジーとリユースのノウハウでサーキュラー
エコノミーに取り組まれていてすごいなと思いました。まさにサイクラーズクループ
のビジョンが反映された施設でした。サイクラーズ様、この度はお忙しい中、施設見
学の機会をいただき、ありがとうございました。
	 	 （白井エコセンター㈱　小貫 桃花  記）

ファンファーレ 株式会社
代表取締役　近藤  志人

賛助会員	 業種グループ： システム・ソフトウェア・IT
	 産廃に特化した AI 配車サービス

〒 107-0052	 東京都港区赤坂８－１１－２６　+SHIFT NOGIZAKA ３階
☎  ０５０（１７４８）２６９７

株式会社 日本トリム
代表取締役社長　田原  周夫

賛助会員	 業種グループ： その他　　整水器販売

〒 530-0001	 大阪府大阪市北区梅田２－２－２２　２階
☎  ０６（６４５６）４６００
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中間処理委員会　焼却分科会（三田 リーダー）

開催日時：  10月28日㈮ 14時〜	 場所：  協会会議室	 出席委員：  7名

議題及び内容：  

1	 日本エヌ・ユー・エス㈱様を招き、「廃棄物処理施設からのCO2を活用したCCUS
に関する取組み」の具体的な事例紹介として講演いただいた。
	 世界中で地球温暖化や気候変動対策に向けた取組みが進む中で、CCUS（火力発
電所や工場などからの排気ガスに含まれるCO2を分離・回収し、資源として作物生
産や化学製品に有効活用する、または地下の安定した地層の中に貯蔵する技術）
について、国内の廃棄物処理施設での脱炭素化の取組みを始めている佐賀市、小
田原市、久慈市の3都市の、CO2回収から、熱利用とともに農作物の製造事例やメ
タン回収・エタノール製造などの実証事業の事例を紹介いただいた。

2	 メンバー企業での情報共有
・	 コロナ禍が続く中で、廃棄物の受入れ量は落ち着いてきた。（陽性者数による変動は
あり）

・	 各社の焼却炉は老朽化とカーボンニュートラルに向けての取組みが今後の課題と
なっている。

次回開催日：  未定（次年度）

理 事 会 ・ 委 員 会 報 告

青年部 幹事会（矢部 部長）

開催日時：   10月25日㈫ 16時〜	 場所：  協会会議室・オンライン併用

出席者：  10名（うちオンライン参加者2名）

議題及び内容：  

●青年部施設見学会の開催について
施設見学先は、首都圏外郭放水路へ行くこととなった。日程の方は後日調整とした。

また、来年度以降の施設見学先については、新型コロナウイルス感染症の感染状況
を見つつ検討となった。

次回開催日：  11月29日㈫ 14時〜　協会会議室・オンライン併用

建設汚泥・再生砕石分科会（細沼 リーダー）

開催日時：  11月1日㈫ 10時〜	 場所：  協会会議室	 出席委員：  7名

議題及び内容：  

●	東京都都市整備局との意見交換会
オリパラ以降現在の、都内の建設工事から排出されたコンクリートがらや再生砕石の

滞留状況について意見交換した。
公共工事からの需要はほとんど無いのが現状である。都市更新の続く中で大量に排

出してくるコンクリートがらは行き場を失い、製造した再生砕石も滞留し逼迫している。
今後は、再生骨材コンクリートとしての利用拡大をすべき。また、CO2固定化技術で開
発される環境配慮型コンクリートはCO2削減が期待できる。都内や近郊で資源循環を
させる東京都ルールを作ることが必要。などの意見があった。

次回開催日：  1月12日㈭ 15時〜　協会会議室

安全衛生推進委員会（細沼 委員長）

開催日時：  11月8日㈫15時～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  14名

議題及び内容：

①	２月研修会テーマ及び日程について
２月７日㈫１４：００～１６：３０　エッサム神田ホール２号館で開催する。
三部構成とし、第一部　東京労働局安全専門官　　第二部　重機メーカー
第三部　会員企業　から講演いただく予定とする。

②	令和５年度安全衛生表彰の推薦について
11月末に正会員企業に案内文を送付する。

③  安全衛生標語入賞作品選考
厳正な審査の結果、入賞作品６作品を決定した。
授賞式を１月の賀詞交歓会で執り行う。

次回開催日：  3月2日㈭ 15時～　協会会議室　
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総務委員会（鈴木 会長）

開催日時：  11月9日㈬ 15時〜	 場所：  協会会議室	 出席者：  11名

議題：  

① 令和4年度の実施内容及び令和5年度の確定事業について 

② 令和5年度活動計画と概算所要額調書の提出について

③ 人材確保プロジェクトから人材確保委員会（仮称）への変更について

次回開催日：   3月28日㈫

法制度検討委員会（白井 委員長）

開催日時：  11月15日㈫ 14時～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  8名

議題及び内容：

①	積換え保管に関する全産連への要望案について
要望の提出に関しては、再度東京都と内容を議論してから、進めていくこととした。

②	新たな検討テーマの決定について
新たな検討テーマとして東京都の第三者評価制度についての改善要望についてま

とめていくこととした。

次回開催日：  2月15日㈬ 14時～　協会会議室

女性部 幹事会（野村 部長）

開催日時：  11月17日㈭16時〜	 場所：  協会会議室・オンライン併用

出席者：  5名

議題及び内容：  

●12月以降の女性部活動について
2月以降の女性部活動として、次回幹事会後にZoomにて勉強会を行うこととした。

また、2月16日に法律勉強会の開催が決定した。

次回開催日：  12月15日㈫ 14時〜　協会会議室・オンライン併用

何処で 何をしている時 何がどうした 改善事項

１

一般道交差
点で

右折矢印信号
で右折を開始す
る際、

対向車線から信号無視し
たバイクが直進してきて
接触しそうになった。

信号の変わり目の信号無
視に注意する。右折の際
も周囲に注意して徐行す
る。

２

高速道路の合
流地点で

右側の本線に
合流する際、

本線側ばかり意識してい
たため、合流車線側の前
方車両が停止した時、す
ぐに反応できずに追突し
そうになった。

本線側だけを見るのでは
なく、合流車線側にも注
意する。前方車両との車
間距離を十分に保つ。

3

工事現場内で 積込み作業時、
荷台上で作業
員の方から荷物
を上げてもらう
際、

荷物から金属の突起物が
当方の顔に迫り顔を切り
そうになった。

荷物の形をよく確認し突
起した物に顔を近づけな
い。ヘルメットのシールド
を使用し、顔を保護する。

4

ダンピング
ヤード混合廃
棄物の粗選別
作業場で

タイヤショベル
移動時、

塩ビ管をタイヤショベル
で踏んでしまい、塩ビ管
が飛んで周囲の作業者に
当りそうになった。

事前に塩ビ管などの飛散
物は移動式網カゴで集め
てタイヤショベルの動線
を確保する。

5

手選別ライン
で

混合廃棄物をコ
ンベヤー上で選
別作業時、

革手袋をして作業をし
ていたが、ガラスが入っ
ている袋を開ける時にガ
ラス片で手を切りそうに
なった。

袋に入った物は開封せず、
足元に落とし、後でカッ
ターを使い開封後、危険
物を確認する。

6

コンベア切り
替え操作盤

リチウム電池の
発火を発見し排
出用コンベアに
出す時、

停止中に消火活動にて鎮
火後、排出用コンベアか
ら処理ラインへ操作盤の
戻し操作を忘れたため、
排出用コンベアが再起動
してしまった。

操作手順をわかりやすく
操作盤に掲示する。指差
し動作で操作ボタンを確
認する。

「ヒヤリ・ハット」の事例がございましたら、協会までお寄せください。

162
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有限会社アークの事業と環境への取

り組みを紹介します。

当社は、首都圏を中心に、産業廃棄

物の収集運搬、処分を行っている会社で

す。

企業理念は、『貴重な地球資源から発

生した副産物を資源化していくためのリ

サイクルネットワークの形成と構築を追

求する』としています。

平成 15年に従業員を増員し、建設系

廃棄物の収集運搬及びリサイクル業務の

拡大に着手しました。

ワンストップサービスを実現するた

めに、多品目の許可を取得し、あらゆる

品目の処理ルートネットワークを構築し

ていきました。非鉄の取り扱いもその一

つです。

また、当時の建設現場では、リサイ

クルのための分別は定着したものの、リ

サイクルの手法までは深く考えられてい

ませんでした。そこで収集運搬に特化し

た業者として、いかに環境負荷を減らし

効率よく資源化していくかを追求し構築

していきました。

そのひとつが近距離施設への直送提

案です。資源化ネットワークにより輸送

による CO2 排出を減らし、より高度な

リサイクルルートへの輸送を確立してい

きました。

平成 27年には足立区に中間処理施設

を開設しました。廃プラスチック類を中

心とした RPF 原料を集荷していくこと

を大きなテーマとしています。収集運搬

業で培った経験を活かし、多量かつ雑多

な廃プラスチック類等を、RPF 燃料に繋

げることで、化石燃料の使用を削減し、

CO2 削減にも貢献することができます。

持続可能な社会の実現のため、SDGs

の視点から環境経営を行うため、弊社で

もエコアクション 21の活動を推進して

おります。環境に携わる一企業として、

さらに高度なリサイクル処理の実践に向

けて尽力していきたいと思っておりま

す。

	 （㈲ アーク　志賀 百合子  記）

産業資源
循環情報

No. 39

有限会社 アーク

会社紹介と環境への取り組み

中間処理施設（圧縮梱包機）
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僕が見に行く映画のジャンルのひとつには、美術館、画家と絵画を取り上げたものが
ある。また、たまたま見ている映画の中に画家や絵画の話が出てくるとうれしくなって
しまう。
この5年間に見た映画からこれらを紹介しよう。
	 専務理事　木村 尊彦

	●「ウフィツィ美術館」（２０１５）
３Dでウフィツィ美術館内のほか、フィレンツェ市街の大聖堂や広場を見せてくれる。

１４００－１５００年代のメディチ家の状況を交えながら。
僕が２００８年に娘とこの美術館に行った時、１０年以上前に同じ係で一緒に仕事をし

ていたが都庁の建物内では１０年以上も会っていなかった人が家族を連れて訪れていたと
ころに偶然出くわしたのであった。世界は狭い。

	●「グレート・ミュージアム」（２０１４）
ウィーン美術史美術館の改修工事に合わせて作られた映画のようだ。展示品としてど

れを選び、どう並べるかを決めていくキュレーターのほか、修復専門家やお客様係も登場。
ハプスブルク家が収集したものを今は国家政府の援助で運営しているが、予算が足りなく、
オークションで落札できなかったり、年間パスポートを値上げしたりと財政部長さんは大
変。

	●「プラド美術館　驚異のコレクション」（２０１９）
２０１９年がプラド美術館開館２００年に当たることから作られた映画。
プラド美術館に展示されている約１，５００の絵画のうち、女性画家は７

人にすぎないそうだ。
俳優兼作家の女性が「黒人に初めて恋したのは、子供のころ家族にプラ

ド美術館に連れられて行って、ヒエロニムス・ボスの「東方三博士の礼拝」
で描かれたフェニックスがとまっている壺を持った黒人を見た時だった。」
と語るシーンがあった。

	●「謎の天才画家　ヒエロニムス・ボス」（２０１６）
ボスは、今はオランダのスヘルトーヘン・ボス生まれ。２０１６年が没後５００年だった。

映画で絵画を見るときのよいところは、圧倒的にアップで見ることができるということ。
ひび割れもいっぱい見えるが、美術館でも本でもこのアップは味わえない。
「絵を見るということは、自分を見つめることである。絵を見るということは、目の前の
鏡に自分を映すことである。」と映画は言う。

映画で、美術館めぐり＆絵画鑑賞
投稿

	●「レイニーデイ・イン・ニューヨーク」（２０１８）
若い二人が公園で待ち合わせをして、メトロポリタン美術館でデートをするシーンあり。

その入り口の階段のところでの二人の会話に注目。
男「エイミーとキスをした。」
エイミーの妹「ヒエロニムス・ボスの絵を見て、ロマンチックになったのね。」

	●「オーシャンズ８」（２０１８）
ニューヨークのメトロポリタン美術館を舞台にした映画なので、フェ

ルメールやゴッホなどの絵画をのんびり鑑賞させてくれた。
絵画を持ち出すのではなく、持ち込んでしまうのは、セキュリティの

盲点？

	●「フランコフォニア　ルーブルの記憶」（２０１５）
第二次世界大戦でドイツがフランスを侵略した時の、美術館長とドイツ将校とのやり

取りが中心。ドイツの侵略前にはルーブル美術館の絵画の多くをパリ郊外遠くに運び出し
ていたそうだ。
「ルーブルのないパリは考えられるか？」と映画は問いかける。

	●「ヒトラー　VS.　ピカソ　奪われた名画のゆくえ」（２０１８）
ヒトラーは故郷リンツに総統美術館を作りたかった。特にフェルメールの

「天文学者」を手に入れたかった。ヒトラーは絵画を、ユダヤ人から財産放
棄させたり、民間の画商を通じて二束三文で手に入れていった。略奪した
６０万点の中には、戦後、個人に返還されたり、美術館に所蔵されたりした
ものもあるが、１０万点は行方不明のままである。
（ナチスに奪われた絵画をアメリカ軍部隊が回収する映画「ミケランジェ

ロ・プロジェクト」（２０１３）というのもありました。）
ゲシュタポが「ゲルニカ」の絵を示しながら、ピカソに向かって「これはあなたの作品

（work）か？」と聞いたところ、ピカソは「これはあなた方の仕事（work）だ！」と答え
たという。

	●「レオナルド・ダ・ヴィンチ　美と知の迷宮」（２０１６）
ダ・ヴィンチは、２０１９年が没後５００年だった。イタリア・ミラノに１５００年前後

に君臨したスフォルツァ家に仕えたので、ミラノの町も楽しめる映画。最後はやはり、サ
ンタ・マリア・デッレ・グラツィエ教会にある「最後の晩さん」が登場。

	●「ルーブル美術館の夜　ダ・ヴィンチ没後５００年展」（２０２０）
フランス語と英語とスペイン語？で閉館のアナウンスがあった後のナイト・ミュージア

ムで、絵画部門と素描画・彫刻部門の二人のキュレーターだけで、ダ・ヴィンチの作品
を紹介する。
「モナリザ」が特別展の展示室で展示されなかったのは、常設展示室から移せなかった

投稿：映画で美術館めぐり&絵画鑑賞
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から。動かすと板が変形して絵の具が剥離してしまうおそれがあるから。「モナリザ」の
絵は仰ぎ見るように展示しているが、本当は目線の高さで見てもらってモデルの視線を感
じてほしいという。
モデルの背景は実際の風景ではなく、世界を表現しているそうだ。

	●「ダ・ヴィンチは誰に微笑む」（２０２１）
アメリカの普通の家に住む祖父が階段の壁に飾っていたキリスト像画。祖父が死亡し

たので処分しようと競売に出すと・・・。
本当に、ダ・ヴィンチの絵か？　ロンドン・ナショナル・ギャラリー、

ルーブル美術館、サウジアラビア皇太子、マクロン大統領、俳優のレ
オナルド・ディカプリオまで巻き込む事態に。
「ダ・ヴィンチが貢献した絵」は誰でも描ける。僕でも→

	●「ミケランジェロ：愛と死」（２０１７）
ローマのシスティーナ礼拝堂の天井と壁の絵などをスクリーンで鑑賞できる。天井に

絵を描くのは体に負担がかかるし、教皇から早く完成するようせかされていたから、貧し
くはなかったが、のんびりした生活ではなかったようだ。
肉体を表現するために、死体を解剖して学習したらしい。

	●「レンブラントは誰の手に」（２０１９）
この映画を見て考える視点
Q１	有名な絵画は誰が所有し、どこに展示すべきか？
	 富豪？　公立美術館？
Ｑ２	真筆画と偽物とをどうやって見分けるか？
	 教授？　美術館所属の修復士？　化学分析データ？
Ｑ３	レンブラントの絵のすばらしいところは？
	 モデル自身の自立性が現れている？　モデル本人以上に美しい？

	●「ラストディール　美術商と名前を失くした肖像	
　　　　－謎の肖像画がもたらす人生の価値－」（２０１８）
画商がオークションに出された肖像画に目を留めるが、その絵には画

家のサインがない。贋作か？真作か？誰の絵か？価値はあるのか？
画商の孫が、その子のために母親が貯めていた大学資金を勝手に引

き出して祖父の画商に渡すことで、この絵を落札するが、・・・。絵の価
値は何で決まるのでしょうか？

	●「ゴヤの名画と優しい泥棒　THE  DUKE」（２０２０）
ロンドン・ナショナル・ギャラリーが１９６１年に購入し展示していた、フランシス・デ・

ゴヤの「ウエリントン公爵」の絵が盗まれた、実話。
新聞評にあったように、この映画の「とても信じられない最後のオチを楽しみに」。

投稿：映画で美術館めぐり&絵画鑑賞 投稿：映画で美術館めぐり&絵画鑑賞

僕はこの絵を、２０２０年８月に上野の国立西洋美術館で開かれたロンドン・ナショナル・
ギャラリー展で見たが、この映画の主人公が言っていた「たいした絵ではない」に同感で
ある。でもこの絵は、映画「００７／ドクターノウ」にも登場するそうだ。

	●「燃ゆる女の肖像」（２０１９）
写真のなかった時代はお見合い写真の代わりに肖像画を相手に送る。上半身を斜め左

に向け、顔は正面を向き、両手は前面で合わせて、長い指を強調する。厚地のドレスを着て、
生地の折り目を明暗に描いて、優雅さを示す。
でも、お見合いにその気がなければ、笑顔を作れないモデル。それを画家はどう描く？

	●「大英博物館プレゼンツ北斎」（２０１７）
２０１７年、大英博物館では葛飾北斎（１７６０－１８４９）の漫画、
版画、肉筆画を集めた展覧会が開かれた。
北斎は、６０歳まで未熟だと思い、８０歳で亡くなったが１１０歳ま

で描けば描きたいものが描けると思っていたらしい。
にわとりの足に赤い絵の具をつけて、紙の上を歩

かせると、もみじになる。

	●「ゴッホ　最期の手紙」（２０１７）
ゴッホは、８００枚の絵を描きながら、生前は１枚しか売れず、弟

の金銭的援助の下で絵描きに専念したそうだ。その弟への手紙が多数
残っているという。

	●「フィンセント・ファン・ゴッホ　新たなる視点」（２０１５）
ゴッホ美術館の館長や学芸員たちが３７年のゴッホの生涯と絵画について語ってくれ

る。自分に正直に一途に生きられたのは、弟テオの財政的支援があったから。ゴッホとい
えば太い筆のタッチで部屋に飾っても落ち着かない絵と思っていたが、点描画の時代の
アーモンドの花木の絵ならば、暖かい感じがするので、部屋に飾りたくなった。

	●「私は、クロード・モネ」（２０１７）
ゴッホとの共通点は、１ 金がなくて貧乏だった。２ 手紙をいっぱい残した。
多数の絵を描いたが、なかなか自然を絵にすることは難しいらしく、完成した絵はない

と言って描き続けたらしい。
ルノワールが描いた、モネが写生をしているシーンの絵も紹介していた。
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投稿：映画で美術館めぐり&絵画鑑賞

	●「クリムト　エゴン・シーレとウィーン黄金時代」（２０１８）
クリムトはモデルとモデル以上の関係になった。エゴン・シーレ

は官能状態を経たあと、そのシーンを数十秒でデッサンした。
この映画の中で専門家が「この時代の絵画には、マーラーの交

響曲第５番第４楽章アダージェットがふさわしい。」
と言っていたが、同感である。
映画は、２人の絵の紹介とともに、ウィーンの街の観光案内にもなって

いる。素描画を所蔵しているアルベルティーナ美術館の収納庫では、収
納箱をコンピュータ制御で自動運転で取り出してくるようになっていた。

	●「見えるもの、その先に　ヒルマ・アフ・クリントの世界」（２０１９）
スウェーデン生まれの抽象画家（１８６２－１９４４）。当時は、（カンディンスキーやモ

ンドリアンと異なり）まったく注目されなかった。女性だから。が、現代では展覧会に延
べ１００万人もの来場者を集めているという。
ヒルマは「神智学から原子を説明する」、と映画では紹介していたが、僕は何のことか

わからない。でも、僕にとってヒルマの絵は、柔らかい線を描いて、淡い色が塗られてい
て、なごむことができ創造性をかきたててくれるものであった。

	●「縄文にハマる人々　世界で最も美しい謎」（２０１８）
僕は、２０１８年に上野の国立博物館で開かれた JOMON展を見て、岡本太郎と同じよ

うに、縄文土器・土偶に魅せられている。

（令和 4年 12月 14日現在）

月 日 曜日 行事予定 備考

1

6 金 ＜協会仕事始め＞

11 水
広報委員会　１０：００～ 協会会議室

三役会議　／　常任理事会　／　第８０回理事会 協会会議室

12 木 建設汚泥・再生砕石分科会　１５：００～ 協会会議室

13 金 全産連　；　理事会　／　新年賀詞交歓会 Web開催若しくは明治記念館（港区）

17 火 収集運搬委員会　アマゾンウェブサービスジャパンとの意見交換会　１４：００〜（Web併用）AWS（品川区）

18 水 建設廃棄物業界のDX推進WG【東京モデル】プロトタイプ説明会　１４：３０～１６：３０ エッサム神田ホール２号館（千代田区）

19 木 女性部　幹事会 協会会議室

24 火 青年部　幹事会 協会会議室

27 金 賀詞交歓会　１５：３０〜 ホテル椿山荘東京（文京区）

30 月 医療廃棄物委員会　１５：００〜 協会会議室

2

7 火 安全衛生研修会　１４：００～１６：３０ エッサム神田ホール２号館（千代田区）

8 水 広報委員会　１０：００～ 協会会議室

15 水 法制度検討委員会 １４：００～ 協会会議室

16 木 女性部　幹事会 協会会議室

17 金 多摩支部　適正処理意見交換会 たましんRISURUホール（立川市）

20 月 中和・脱水分科会　 協会会議室

21 火 青年部　幹事会 協会会議室

22 水 人材確保プロジェクト　１４：００～ 協会会議室

27 月 破砕・圧縮分科会　１４：００〜 協会会議室

表紙の言葉
●今月の写真：  ［生まれ変わる公共トイレ］広尾東公園トイレ（渋谷区）

今年7月にオープンしたばかりのトイレです。裏側に
巨大な照明パネルがはめられていて（表紙写真）、濃
紺をバックに白い光が浮かぶさまは、雪が舞っている
かのようでした。この光は、昼間は緑色に代わり、世界
人口と同じ79億通りのライティングパターンで変化し
続けるのだそうです。

●参照：「THE TOKYO TOILET」（日本財団） 
	 ☞https://tokyotoilet.jp 
●撮影者： 塩沢 美樹（機関誌編集担当）

入口側はシンプルなデザイン。柔らか
な光が周囲を照らしています。
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今年もいよいよあと少しで終わり
を迎えます。みなさまにとってどの
ような年でしたでしょうか。振り返っ
てみるとどうしても暗いニュースを
思い出しがちですが、あまり思い出
せない明るいニュースの方を探して
みました。明るいニュースは「スポー
ツ」に関することが多いと思います。
今年は冬季オリンピック・パラリン
ピックやサッカーワールドカップが
開催されましたし、その他にも様々
なスポーツ観戦を楽しむことが出来
ました。自分がプレーしていなくて
も観戦しているだけで世界中の人が一

喜一憂し、夢中になってしまう。スポーツに
は不思議な力を感じます。
コロナ禍以降、競技場で観戦する場合は声
出し禁止という守るのに大苦戦する決まりが
ありましたが、最近はやっと声援を送ること
ができるようになってきました。競技場には
長いこと行っていませんが、国立競技場など
に行くと数万人の大歓声が地響きのような大
きなうねりになって気分を高揚させるし、ウ
エーブに参加するのは本当に楽しかったのを
思い出します。人数制限に加えて声出し禁止
の試合をテレビ観戦するときは静まりかえっ
た中継になってしまって寂しかったので、声
出しOK になってうれしいかぎりです。
プレーする側も観戦する側も楽しいスポー
ツ。来年は制約無しで出来るようになると良
いですね。	 （佐伯）

世界はこの数年の間、コロナ禍で
長く分断され、2022 年は、ロシアが
ウクライナに侵攻し、資源・エネル
ギー、食料の供給が逼迫しています。
そんな中で、世界が楽しみにして
いた FIFA ワールドカップ・カタール
2022 大会（サッカーW杯）が開催
されました。世界の多くの人が、こ
の数年間失われていたものを取り戻
せたのではないでしょうか。日本で
も初戦のドイツに歴史的勝利をして

歓喜に沸きました。
サッカーW杯は、サッカーという一つの競
技なので、オリンピックとは違う「一体感」
が有る様に思います。象徴的だったのは、ア
メリカ・イラクの試合終了後に、両国選手や
サポーター達がとった行動や言葉でした。W
杯ならではの「一体感」を感じました。
世界が共有する課題解決には、国際協調が
欠かせない事は明白です。“Yes, we can.” と唱
えた米国オバマ政権の頃は、各国が協調し同
じ方向を向く努力をしていました。
広報委員会では、SDGs の取組みについての
記事をシリーズ化しました。今回は目標 2の
「飢餓ゼロ」です。
2022 年 11 月世界の人口は 80 億人を超え
ました。飽食の先進国の一方で、生きるため
の栄養が足りなくて餓死する子供が沢山いま
す。世界の約 10 人に 1 人が飢餓に苦しんで
います。最も深刻なのは、アフリカで約 5人
に 1人。尤も飢餓の人口が多いのはアジアで
す。食料生産は、異常気象や国際政治の影響
を受けています。我が国も食料安全保障に不
安を感じています。
今号も、木村専務の取り纏めのもとで委員
が話し合い、目標 2への意見を記事にしてい
ます。ご参考になれば幸いです。	 （森）
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